
事例集　様式

■法人の概要

■農業参入の概要

■農業経営の概要

■農業参入の動機・きっかけ・目的

■取組の概要・特徴

■課題及び今後の事業展開

　　　　　　　　　　　　　２．農商工連携や大学および公共研究機関との共同研究開発を行なう。

　　　　　　　　　　　　　３．更なる加工品の商品開発を行ない、販路を拡大する。

　建設関連2社は、農業分野での事業化の意欲と地域への愛着が両者で一致したことから、共同で農業

　生産法人を設立し、農業に参入した。　　参入に当たっては、山椒が日本古来から香辛料・薬味及び
　漢方薬として利用されてきたことや、芽から幹まで利用部位が多いこと、病害虫や鳥獣被害を受けに
　くいことなどの理由から「山椒」を主要生産物として選定した。

　　　　課題　　　　　　１．栽培技術の確立と栽培面積の拡大　　２．山椒を原材料とする新商品の開発

　　今後の展開　　　　１．安定供給のため、栽培面積を増やし産地化を図る。

いずも八山椒 有限会社

法人名 いずも八山椒有限会社
代表者 景山 勲 ・ 若槻雅人

所在地 〒699-1323 島根県雲南市木次町東日登506-12
電話 0854-42-0346
設立 平成18年4月24日
組織構成 構成（出資）員５名

参入形態 農業生産法人
事業の種類 山椒の栽培および加工販売
資本金 ６００万円
（関連会社） 有限会社徳建、有限会社若槻建設
（業種） 建設業

経営規模 約２．５ｈａ （実山椒 2200本 、花山椒 130本）
従業員等 ５名

年商 ４１０万円
投資額 １，０００万円
主な販路 県内スーパー・道の駅 、 東京都内高品質スーパー・百貨店

①消費者への安心安全な食材の提供を第一に考え、自然栽培に取り組み実践しています。
②山椒の栽培から加工・販売までを自社で行っています。
③若い実の時期に収穫した山椒を使用して、色鮮やかな緑の香り高い特徴ある加工商品を製造販売しています。

私たちは日本古来の香辛料及び薬味
「山椒」の食文化創造を目指します。


